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第４章 計画の進め方

県は、次のことを考慮しながら、この計画に掲げた施策を強力に推進します。

１　 推 進 体 制

様々な分野に関連する消費者施策の総合的かつ効果的な推進を図るため、消費生活行政

庁内連絡会議を活用し、関係施策の連絡調整を行うとともに、消費者事故や消費者被害等

の情報共有と迅速な対応に努めます。

２　 県民、各種団体等との連携

消費者が主役となる社会の実現のため、県民、消費者団体、事業者団体、ＮＰＯをはじ

め、若者のグループや老人クラブ、福祉関係者など、様々な団体と連携、協力することに

より、効果的な施策の実施に努めます。

３　国、他の都道府県、市町村との連携

国や他の都道府県、市町村と積極的に情報共有や連携を図り、適切な役割分担のもと、

消費者問題に的確に対応します。

４　具体的施策の進捗状況の調査及び見直し

計画の推進に当たっては、毎年度、具体的施策の進捗状況を調査した上で、岡山県消費

生活懇談会に報告し、意見を踏まえて次年度以降の施策の見直しを行います。

岡山県消費生活懇談会の議事録等は、岡山県くらし安全安心課のホームページに掲載し、

公表します。

５　諸情勢の変化への対応

計画期間中、社会経済情勢の急激な変化や国の消費者政策の変更があった場合は、適時

適切に見直します。
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